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の収量比率が変化しているのが注意をひくが，これは更

に検討を要する．またラジノクローバー及びレッドクロ

ーバーの初年度の生育が不良だったのは播種後乾燥した

こととともに土壌改良資材として投入した熔燐の量が若

干少ないために初期生育に影響したと考えられる，

3．要　　　　約

1・土壌改良資材の投入量はほぼ妥当であるが熔燐は

若干不足であると考えられる．

2・高冷地に牧草を導入するに際しては更に革種を検

討する必要がある．

3・施肥量は生革を刈取期ごとに10α当り2，250吻以

上を収穫しようとする場合には草地肥料5帥g程度を必要

とする．

豚の発育と肉質に対する層りんご給与の影響　第1報

岡　田　光　男・伊　藤　隆　康

扇　田　　　実・石　原　　　武

（青森県踵畜場）

青森県津軽地方のりんご産地では秋から碁にかけて屏

りんご利用による養豚が盛んに行われているが，層りん

ごで飼養された肉豚は身がしまらないとか，脂肪が黄色

をおぴるとかいわれ，その市場性の不安定をきたしてい

る．事実厨りんごの給与が豚の肉質に悪い影響があると

すれば，早急にその対策を立てる必要があるので．この

点を検討するため，屑りんご給与試験を行ったので．そ
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の概要を報告する．

1．試　験　方　法

県種畜場産のヨークシャー種の同腹産仔6頭（♀3・

83）を用い．♀合各1頭を一群として標準区・Ⅰ区・

Ⅱ区の3群に分け，75日令から160日令までの85日間を

第1表に示すように飼養した．

与　　表（1日1頭）
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配合飼料はふすま・米ぬか・魚粕・大豆粕を5．0：2．5：1．5：1．5に配合した．
屑りんごはTDNを14・0％　DCPを0．4％として計算した．

配合飼料の1％の二・・コイカルと食塩を各区に与えた．

2．試験結果並びに考察

試験期間の増体旦並びに所要養分量は第2表に示すと

おり，Ⅱ区の発育は良好で，その増体量は標準区及びⅠ

区に比較して有意の差を示している（γ＝0．05）．

これに反して，標準区及びⅠ区の発育は全般に低調で，

特に5号及び4号は90～95日令に下痢をおこしたため，

その後の発育が非常におくれた．これら5号及び4号は

1極の増体に要した養分量も多く．例外とみなさなけれ

ばならなかったが，正常に発育した7号の所要養分量を

基準に比較してみると．Ⅰ区の3号は7号とほとんど変

らず．Ⅱ区の6号及び12号はDCPが6～8％少く．T

DNが18％多くなっている．このことはⅡ区の豚が発育

に多量のTDNを要したことを示すものである．なお皿

区の増体量は他の区に比較して24～35％多いが，これは

Ⅱ区のTDNが他の区に比較して10～25％多くなったこ
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第　2　表．　増体量並びに所要着分量
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第　3　表．　消　化　器 態状育発の
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第　4　表．　屠　　　体
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第　5　表．　肉

0

0

つ

山

3

2

8

5

・
0
　
・
・
・
・
・

8

1

4

5

4

1

4

3

　

　

′

O

l

 

l

7

0

‘

U

5

7

9

2

・
0
　
・
　
・

2
1
4
4
4
1
4

4

　

　

′

O

l

 

l

皮 下

融

とに原因すると考えられる．しかし増飼したTDNの割

合より増体量が上廻っていること及びⅡ区のTDNが多

くなったのは主として層りんごを多量に与えたことに原

困することから．屏りんごは育成豚の飼料として利用価

値のあることがうかがわれる．

次に試験終了後陳を屠殺解体して消化器・産肉量及び

肉質について観察し，結果を第3・4及び5表に示した．

第3表に示すとおり．Ⅱ区の豚は胃の比体重や腸の比体

水

長が小さく，体がよく発育している割合に消化管が発育

しないことが認められた．これは産肉量を高めるのに役

立ち，第4表に示すとおりⅡ区の豚の枝肉量は64％余に

達し弱令豚としてはかなり高い歩留りを示していた．し

かし屑りんごの多量給与が育成豚の消化管の発育相を特

異なものにすることは，一般飼料の消化利用能との関係

において問題がある．

第5表に肉の理化学的性質を示したが，全般に弱令豚
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肉の特徴を示して．皮脂肪では鹸化価・沃素価が小さく

融点が低く，ロースでは粗脂肪が非常に少く他の成分が

多くなっており，区間の差をみとめることができなかっ

た．

199

以上に成績の概要を述べたが，本試験は層りんごの保

存に欠陥があって，層りんごを大量に腐放させてしまい，

短期間の飼養試験しか行いえなかったので，日下二次試

験を継続中である．

仔牛の育成飼料につい　て

木　下　善　之・富　永

（東　北　負　託）

ホルスタイン種・黒毛和種・それらの雑種及び日本短

角種の発育上の特性を知ろうとして，過去10カ年聞養分

給与量と発育との関係について調査して来た結果につい

て報告する．

過去の発育調査の結果から，生後6カ月から生後18カ

月間の体重の増加は大体直線的なので，調査の材料とし

てはこの期間の成績を求め，また余り短期間の体重の変

化は測定時の条件等による誤差の割合が大きくなるの

で，2カ月間の増俸量を比較した．給与飼料の養分量は

第

信

海塩の家畜飼養学によって計算した．

1．給与葉分量と増体量について

給与した養分量をモリソソの飼養標準（生長中の乳牛）

に示された最高量と比較した場合の給与養分量と増体量

の関係は第1表に示したとおりで，この飼料給与の範囲

内では．飼料中のDCP量とTDN量の多少は増体量に

大した影響を与えていないといえる．

1　　　　表．

A　　％
給与DCP
リソソDCP

平　　　均（♂） 平　　　　均（♂）

ホルスタイソ

FlXホル×ホル

FlX　ホ　ル

FI

F2

FlX　黒
黒　毛　和

短　　角

毛
毯
種

35．52（14．82）

30．38（14．99）

31．38（15．50）

29．45（15．00）

28．04（13．83）

25．62（14．10）

25．44（10．93）

27．93（14．21）

誘き誓㌫×100
平　　　　均（J）

157．12（30．26）

135．乃（14．76）
160．67（21．40）

168．45（38．80）

136．37（19．92）

140．33（23．50）

154．08（19．18）

152．60（28．36）

第　　　　2　　　　表．

112．65（17．96）

116．10（10．78）

124．67（15．20）

128．80（22．87）

122．58（11．48）

116．13（11．98）

124．22（10．75）

125．20（16．60）

増体量との相関係数

A％

－0．121

B　％

－0．118

－0．159l－0．141

十0．006

＋0．042

＋0．203

ー0．033

＋0．091

－0．104

＋0．056i＋0．034

ー0．083

－0．022

一0．045

－0．006

C　　％

平　　　　均（げ）

D　　％

平　　　　均（げ）

増体量と　の相関係数

C　　％ D　　％

ホルスタイン

FlXホル×ホル

FlX　ホ　ル

77．32（8．83）

88．45（9．38）

79．75（11．20）

78．30（8．42）

76．84（8．59）

88．67（10．53）

81．30（11．30）

86．02（9．15）

100．23（6．39）

103，00（8．92）

101．20（3．82）

100．55（4．76）

102．89（5．82）

102．53（7．05）

100．20（6．96）

101＝79（4．29）

－0．245

－0．197

－　0．164

－0．153

－　0．129

－0．225

－0．231

－　0．195

－0．382

－　0．405

→0．364

－0．449

－　0．027

－　0．242

－　0，439

－　0．619


